
平成 29年度 岩手県立盛岡第一高等学校 SG 課題研究発表会実施要項（詳細版） 

SGH 推進課 

1 趣旨 

  2 学年が 1年間取り組んできた研究内容をまとめ、発表するという一連の取組の中でプレゼンテーション能力、

コミュニケーション能力を養うとともに、得られた知見を学内外で広く共有することにより、当該活動の成果の最

大化をはかる。 

2 期日 

  平成 30 年 2月 20 日（火）5 ~ 7校時 13:20 ~ 16:10（170分間） 

3 会場 

  盛岡第一高等学校 4階 白堊ホール 及び 3階廊下 

4  外部参加者 

(1) 招待者: 運営指導委員 3 名、外部指導者 2 名、岩手県教育委員会 2名（控室は応接室） 

(2) 申込者: 他校教員 21名、2学年生徒保護者 2名（控室は会議室、担当: 木村有） 

※ (1), (2) 共に内訳は別紙名簿参照 

5 日程 

(1) 前日まで 

・ポスター・セッション用ポスター出力（太田） 

・発表レジュメ集、ルーブリック出力（太田） 

・発表レジュメ集印刷（工藤） 

(2) 当日 

  外部対応：佐藤幸・目時 2 年生生徒対応：太田 記録：千條 

午前 ・職員玄関に受付設置、スリッパ、ブルーシート用意（吉田） 

・校内案内掲示（佐藤幸） 

※ 掲示内容: 控室（応接室、会議室）、動線（職員玄関→白堊ホール、会議室→白堊ホール） 

     会場（白堊ホール入口、来客用席札、外部参加者用座席案内） 

・控室の湯茶の用意（加美山） 

12:50 受付開始（目時・辺） 

・開始時間前に来校した場合は個別に佐藤幸が対応 

・招待者は応接室、一般参加者は会議室に案内（13:15 に 3F もしくは 4F へ移動するよう掲示にて案内） 

13:15 来客案内開始 

・運営指導委員 3名、外部指導者 2 名を応接室より案内（第一陣、エレベーター使用） 

・岩手県教育委員会 2 名を応接室より案内（第二陣、エレベーター使用） 

※ 招待者・外部指導者が 13:20までに全員集合していない場合、辺先生が 13:30 まで受付にて待機 

 ・同時に会議室においても 3Fもしくは 4Fへの移動を促す（木村有） 

 

13:20 ポスターセッション 

 ①発表（10分程度） 

 ②質疑応答（①とあわせて 15分） 

 ③聴衆入れ替え（移動） 

13:20、13:35、13:50開始の 3セット 

 ④会場の復元 14:05-14:10 

プレゼンテーション 

（海外×２会場、コース代表×３会場） 

 ①発表（10分以内） 

 ②質疑応答 

 ③聴衆入れ替え（移動） 

13:20、13:35、13:50開始の 3セット 

 ④会場の復元 14:05-14:10 
 



 生徒移動…１年生と理数科生徒は授業へ、２年生は白堊ホールへ 

14:20 

 

14:21 

14:28 

 

成果発表２「プレゼンテーションの部」（司会：太田） 14:20-16:10 

開会の言葉 

校長挨拶（助言者・来賓紹介を含む） 

①プレゼンテーション（6校時 7分×5、7 校時 7 分×3） 

発表順：貿易 303→教育 412→医療 609→都市 104→観光 212（休憩） 

    教育 410→観光 215→知の拠点 505 

②発表生徒入れ替え、質疑・コメントの記入（2分） 

※時間の都合上、質疑・コメントはシートへの記入によって行う。 

16:00 (5) 講評 

出席した外部指導者全員より 1年間の研究を通した総評をいただく（2分×3名） 

16:10 (6) 閉会の言葉 

来客退場案内 

・運営指導委員はエレベーターで応接室へ（校長） 

・外部指導者及び岩手県教育委員会は階段で応接室へ（佐藤幸） 

・来客退場に続いて、外部参加者に退場のアナウンスを行い会議室へ誘導、その場で解散とする（太田） 

当日の記録（写真）：千條 

 

(4) 16:30 より運営指導委員会 

  会議室にて 

  会場作り（目時・千條） 


